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はじめに 
 

 

今回のオンラインプログラムは、「被災後の生活」をテーマに、２つの視点からゲストをお招

きし、講演をお願いいたしました。1 つ目は「被災後の在宅避難」です。近年家屋などの建物が

無事であれば、在宅で過ごすことも避難の一つとされています。特に障害者への在宅避難推奨の

声が多くなっている印象です。在宅は誰にとっても過ごしやすい環境ではありますが、在宅とは

いえ被災後は予期せぬ困り事が生じるかもしれません。 

2つ目は、東日本大震災による福島原子力発電所の事故により、10年以上生活に制限があり、

生活環境・様式に変化を求められた人達のその後の生活です。原子力発電所の事故があった福島

で暮らす方の今を、お聞きしました。 

また、今回のオンラインプログラムではプロジェクトメンバー以外の方々にもご参加いただ

きました。本来であれば、本プロジェクトにご支援をいただいている皆さまにもご参加をいただ

きたいところでしたが、宿泊プログラムの開催が実現した際には多くの皆さまにご参加いただ

けるようなプログラムをメンバーで考えたいと思います。 

 

どうぞよろしくお願いいたします。 
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第 1部「3日間で大丈夫？障害者もマンションで大地震を生き延びる ～基本のきほん編～」 

              認定NPO法人 かながわ 311ネットワーク 谷本恵子さん 

 

 

  

・事務局が編集したものを掲載しています。 

 

演題：「3 日間で大丈夫？障害者もマンションで大地震を生き延びる ～基本のきほん編～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私達は東日本大震災の支援活動からうまれた団体です。神奈川県・神奈川県社会福祉協議会・ 

かながわ災害ボランティアネットワークが共同事業として 2年間限定で被災地支援を行いまし 

た。その時にボランティアとして出会ったメンバーで活動をしています。神奈川県の方針として

は 2 年間という活動期間ではありましたが、皆さんもご承知のとおり、まだまだ支援も応援も必

要な状況であった為、共同事業で活動をしたメンバーでかながわ 311 ネットワークを立ち上げ

たという経緯になります。様々な活動を続ける中、また、横浜市へのヒアリングを続ける中で、

マンション防災というのが立ち遅れていることに気づき、マンション防災をテーマにした研修を

実施しています。被災地支援の活動もしており、2021 年佐賀県の水害被害への支援も行いまし

た。平常時の防災研修から、緊急の被災地支援まで幅広く活動している団体になります。 

 

 

 

【資料 1】を参照してください。南関東で起こる地震を表したものになります。縦軸がマグニチ

ュード（地震の大きさ）、横軸は年代を表しています。黄色い枠で囲われている元禄関東地震（1730

年）と、関東地震いわゆる関東大震災（1923 年）ですね、この間がだいたい 220 年。200 年～

300 年の間隔で、関東大震災クラスの地震が起きているといわれています。関東大震災クラス（マ

グニチュード８）の地震を軸に、200 年～300 年間の詳細を研究した結果、「静穏期」と「活動

かながわ 311 ネットワークについて 

谷本恵子さん 

NPO 法人かながわ 311 ネットワーク 専務理事 

防災士、 防災教育ファシリテーター 横浜市出身・在住 2011 年の東日本

大震災で被災地支援活動を行い、その活動から団体設立メンバーとなる。 

東日本大震災前は、主に点訳ボランティア活動を行っていた。団体内では 

専務理事として事務局運営に係わりつつ、防災教育、地域防災事業に携わ

る。研修プログラムを考案し、自治会・町内会、地域防災拠点向けの研修会

講師としても活動。 

 

 「首都直下地震が今後 30 年の間に起こる可能性 70％」 
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期」という波が地震にはあることが分かってきているそうです。またこの間、M７クラスの直下地

震が数回発生しています。このような研究などから、M８クラスの首都直下地震が今後 30 年の間

に起こる可能性は 70％と言われています。現在は【資料 1】の「活動期」に入っているのではな

いかと言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

地震の被害の一つに家具の倒壊があります。マンションなどで暮らす高齢者や車いす使用者の 

中には、家具を、自分が手の届きやすい場所や高さに配置する方も少なくありません。対策をして

いないと被害が大きくなる可能性があります。また物を大切にとっておいた方も被害が大きかった

と聞いています。災害を機に自宅の整理整頓を、あらためておこなった方もいるようです。 

【資料 2】はマンション被害の様子です。ドアが歪んでしまう可能性もあります。部屋から出られ

なくなってしまい、ドアをこじ開けて救出することになりますが、その後の生活はしばらくドアが

きちんと閉まらない日々が続きます。修繕されるまでチェーンのカギなどを使用し防犯に努めてい

たという事例もあります。このような状況になる可能性があるということです。 

熊本地震によるマンション被害の調査結果が【資料 3】になります。「大破」・「中破」・「小破」ま

でが修理が必要な状況です。だいたいマンションの 70％が、修理が必要になったと言われていま

す。熊本地震は震度 7 が 2 回起こりましたので、今までに例をみない状況だったということもあ

りますが、堅牢につくられているマンションでも被害が起きているということを知っておいてくだ

さい。 

さらに皆さんの生活に直結してくるのがライフラインの被害だと思います。平成 24 年 4 月 18

日に公表された情報によりますと、首都直下地震が起こった場合のライフラインの被害想定【資料

4】は、電気は１週間程度、通信は（電話・インターネット）2 週間程度、都市ガスは、１・2 ヶ

【資料 1】 

熊本地震時のマンションの被害状況 

【資料 2】 
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【資料 4】 【資料 3】 

月後、上下水道は 1 ヶ月程度、ごみの収集は早くて一週間程度、それぞれ使用不可になることが想

定されています。マンションにお住いの場合には、エレベータの停止も想定されます。余震が続く

場合には、稼働させることは難しいですし、故障した場合には数か月稼働しないことを想定しなけ

ればいけません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここからは、公表されている調査結果をもとに、東日本大震災当時、障害者がどのようなことで 

困っていたかをお話しします。 

 

食料や物資の入手が困難だった 

 

食料や物資の入手が困難だった理由として、一番多くあがった声は「地域の商店が営業しない。」

「近くに避難所が無く物資を入手することができなかった。」つづいて、「食料の配給時間の情報が

届かなかった。」とあります。また、東日本大震災後話題にもなりましたが、「避難所で生活をして

いないことを理由に、食料や物資を受け取れなかった。」という声もおおく聞きました。自宅が津波

の被害にあい、避難所ではなく親族の家へ避難することを選択された方もいます。避難生活が 2 週

間以上にもなると備蓄も少なくなり、避難所へ行き「物資を分けていただきたい。」とお願いをした

ところ、「避難所に避難をしていない方へは提供できない。」と断られた実際の事例を私も聞いてい

ます。それ以降、避難所に行く気持ちになれなかったとおっしゃっていました。 

このような東日本大震災で起きた課題を当然国の方も改善するための取り組みを進めています

が、未だ改善までには難しい印象です。 

 

3.11 その時障害者は 
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【資料 5】 

最初に困るのはトイレ 

 

避難生活でのトイレの環境はとても大切です。過去の災害で起きたトイレ環境の問題は以下のとお

りです。 

 

阪神・淡路大震災 

・道路網の分断などで他都市等からの災害トイレの設置に時間がかかった。 

・し尿の汲み取り体制が不十分。 

 

新潟中越地震 

・トイレが不安で水を飲むことを控えたことで災害関連死の一因となる。 

・数が足りないという苦情が多数。 

 

東日本大震災 

・屋外に設置される災害用トイレは使用が困難。 

・汲み取り式のトイレを設置するが、バキュームカーが追い付かなく、使用ができなくなる。 

・テントタイプのものは強風などで倒れてしまう。（【資料 5 参照】） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害のある方が避難所生活に困難なところがあっても、「みんなが困っている」、「障害者だけ特

別扱いはできない。」と言われてしまうことが多いのではないでしょうか。避難先で困難さを理解

してもらえずに避難所を出てしまうということが多発しました。普段の課題が災害時には大きくな

ってあらわれてしまうのです。 

 

 

 

災害のたびに障害者が直面する課題 
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自主的避難生活（最初の 3 日間） 

 

避難生活は 3 日間とは限りませんが、共助や公助が届くまでの期間という意味でお聞きくださ

い。揺れがおさまった後、片づけを始める前に被害の状況を写真に撮っておくことを忘れないよう

にしてください。自宅の被害認定や補償請求に必要なものとなります。自主的避難生活を送る際の 

ポイントです。 

・トイレの用意と管理 

 下水管の安全が確認できるまでトイレは流せません。備蓄の非常用トイレを使用しましよう。 

・エネルギー節約料理 

 防災食を備蓄するだけではなく、普段から食べ慣れているものをライフラインが停止していても 

 食べられる工夫を身につけておくことが大切です。 

・ゴミの管理 

 災害後、指示があるまではゴミ取集は再開しませんので、自宅に保管をする必要があります。 

 保管の段階で分別をしておくことをこころがけましょう。 

 

在宅避難について 

 

〇在宅避難のメリット 

・住み慣れた家で避難生活を送ることができる 

・新型コロナウイルスや、インフルエンザ等感染症のリスクが低減 

・トラブルや犯罪被害にあう可能性が低い 

 

〇在宅避難のデメリット 

・最新情報の入手が遅れる場合がある 

ラジオ等で情報収集はできるかと思いますが、例えば、避難所に物資が届く時期や、ごみ収集の

再開時期など、身近な情報というのは遅れてしまう場合があります。 

マンションで大地震を生き延びる 



p. 7 

 

・物資の入手・運搬 

 避難所で物資を受け取れたとしてもそれを自宅まで運ぶ手段が必要になります。 

 

風水害の場合（広島県「私たちはなぜうまく避難できないんだろう」より） 

 

〇うまく避難できなかった理由 

・危険を察知できなかった（今までこんなことはなかった・・、今まで大丈夫だったから・・・） 

・避難することを自分一人では決められなかった。 

・避難先に行く途中にも危険があった。（すでに道路が冠水していた。） 

 

〇こうやってうまく避難した 

・災害リスクを自分ごととして認識していた。 

・避難に迷ったら信頼できる人に相談する。 

・安全に避難できるときを逃さない。 

 

〇住んでいるところの災害リスクを知る 

風水害の場合にはあらかじめ備えることができます。気象庁や国土交通省も早めの備えを 

呼びかけるようになり、公共交通機関から計画運休の情報も出るようになりました。各自の 

避難ルールを考えておく必要があると思います。その為には、気象庁の「キキクル」や「ナウキ

ャスト」など、信頼できる正確な情報を上手に収集することが大切です。 

気象庁 

キキクル（https://www.jma.go.jp/bosai/risk/） 

ナウキャスト（https://www.jma.go.jp/bosai/nowc） 

 

 

 

大阪ボランティア協会「災害時のスペシャルニーズハンドブック」にも掲載されていますが、 

災害時に障害者を支える為には、「日常の支援者であるプロの力」、「大勢のボランティア」、そして

「組織、地域の力」の３つの力が大切になってくると思います。この３つの力をつけるには、災害

が起きた後に行動しても実現は難しいですので、日頃からの取り組みが大事になってくると思いま

す。 

 

 

 

 

 

最後に 

https://www.jma.go.jp/bosai/nowc
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ディスカッション 

              認定NPO法人 かながわ 311ネットワーク 谷本恵子さん 

 

 

 

谷本さん）福島県から参加の皆さんはご自分が生活している地域の災害リスクは把握されています 

     か？ 

 

秋元さん）がけ崩れが心配ですね。それからもっと地域の人達と交流をしなければいけないと 

     思いました。 

 

三宅さん）平成 29 年の大雨の時には、自宅が高台だったので被害はなかった。福祉避難所や指定

避難所といった区別をするのではなく、インクルーシブ教育を実現すれば、学校はおの

ずとバリアフリー化され、災害時も障害者が生活しやすい避難所になるのではないでし

ょうか。 

 

渡部さん）今日お話しを聞いて自然災害が中心でしたが、福島県田村市で活動をしている私達 

     が直面しているのは福島原発事故です。今現在も地震が起こるたびに「原発は大丈夫 

     だろうか・・・」と対策に悩んでいます。自然災害と同じように原発事故は今後も起こ 

     る可能性があります。戦争も起きています。そんな時、障害を持っている私達はどうし 

     たらよいのかということを、田村市の私達は常に考えています。 

 

長澤さん）原発の事故・新型コロナウイルス・様々被害が起きている時代にきているのではないか

なと感じます。私は福島県福島市で生活しています。私が住んでいる地域もやはりがけ

崩れの心配があります。避難を考える時に、避難所に避難をするか自宅が無事であれば

在宅避難をするか選ばなければならなくなると思いますが、私は自宅が無事であれば在

宅避難をしたいと思っています。環境が変わることで眠れなくなってしまったり、排泄

の心配などがあるためです。 

 

 

参加者より）皆さんにぜひお願いしたいことがあるのですが、個別避難計画について法律が改正 

      されたのはご存じでしょうか。谷本さんのお話しにもありましたが、優先順位の高い 

事例について計画の作成が市町村の努力義務になりました。この計画を作成すること

に対して報酬も支払われます。この個別避難計画の作成を自立生活センターの活動事

業に是非してほしいと思います。障害者の困りごとは皆さんが一番理解しているので、

エンパワメントの意義も含めて、期待しています！ 
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「ふりかえりシート」より谷本さんへのご質問 

              認定NPO法人 かながわ 311ネットワーク 谷本恵子さん 

【資料６】 

 

 

 

 

 

 

 

      

オンラインプログラム終了後、参加者の皆さんへふりかえりシートのご記入をお願いしてい

ます。その中で、谷本さんへの質問を伺ったところ、ご質問がありましたので、報告書にて谷本

さんからの回答をお伝えいたします。 

 

質問：在宅避難をするにあたって三日分以上の防災グッズや食料が必要だという話ですが、そこ

まで収納できるスペースがない場合はどうすればいいのか聞きたいです。 

 

回答：水は、命に直結するため、できるだけ備えてほしいと思います。食料は、防災食という特

別なものを 3 日分そろえようと考えるとスペースが問題になります。期限を管理する必

要も生じます。普段よく食べている好きな物（カップ麺でもレトルト食品でもいいです。）

を少し多めに買っておくことを心掛けるといいと思います。【資料６参照】 あとは、周

りの方に「助けて」といえる関係を作っておくことが大切ですね。ヘルパーさんでもケア

マネさんでも、すでにつながりを持っている方たちへ「災害が起こった時に心配なこと」

をお話してみてはいかがでしょうか。 
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第 2部「～福島でくらす。～」 

              認定NPO法人 かながわ 311ネットワーク 谷本恵子さん 

 

 

・事務局が編集したものを掲載しています。 

 

演題：「東日本大震災から 11 年が経ちましたが」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011年 3月 11日東日本大震災があり、それに伴い人災である福島第一原発の

爆発により、福島県では復興までにはまだまだほど遠い時間がかかりそうです。 

原発の廃炉ですら何年かかるか予想はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

JDF 被災地障がい者支援センター福島の活動について話していきます。皆さまの強力な支援

により JDF被災地障がい者支援センターは立ち上がりました。東日本大震災が起こり、早い段

階で（2011年 3月 17 日）ゆめ風基金や JIL（全国自立生活センター協議会）、DPI 日本会議、

JDF（日本障害フォーラム）などの団体の全面的支援により「JDF 被災地障がい者支援センタ

ーふくしま（以下支援センターと略す）」を立ち上げて、福島県内外に避難された障がい者の支

白石清春さん 

1950 年福島県郡山市に脳性まひという障がいを持って生まれる。 

福島県青い芝の会の結成に関わり、川崎駅前での「車いすのバス乗車 

拒否に抗議する」行動にも参加。1980 年に神奈川県相模原市に移住。 

脳性まひ者地域作業所 「くえびこ」やケア付き住宅「シャローム」を 

オープン。活動の拠点を郡山市に戻して以降、 東日本大震災と原発事故に

遭った、障がいを持つ被災者を支援する 「被災地障がい者支援センター」 

の代表として支援活動にあたる。 

現在、 特定非営利活動法人 「あいえるの会」 理事長。 

 

初めに 

JDF 被災地障がい者支援センター ふくしまの活動 
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援活動を行なうことができました。みなさんその節は本当にありがとうございました。 

 支援センターでの最初の活動は被害が大きかった相馬、南相馬、いわき方面に支援物資を運ぶ

ことから始まりました。一日で南相馬市からいわき市まで行ったこともありました。原発事故の

関係で、南相馬市からいわき市までの道路は通行止めになっていたため、南相馬市に支援物資を

置いて、郡山の支援センターまで引き返して、いわき市まで行きました。朝早くに郡山を出て夜

に戻るというハードスケジュールでした。 

 

福島県内の避難所及び仮設住宅の調査 

 

福島県内の避難所と仮設住宅は支援センターのボランティアさんと一緒にほとんど周った

と思います。避難所と仮設住宅には障がい者の存在が非常に少ないものでし

た。どちらもバリアフリーになっていないため、障がい者とその家族が敬遠

したのでしょう。【写真 1】のようにスロープはありますけど、玄関が狭く電

動車いすで入ることは無理でした。実際に電動車いす使用者も仮設住宅で 

生活をしていて、玄関先で電動車いすから降りて室内まで移動されていまし

た。 

 

南相馬の障がい者事業所にボランティアの派遣 

 

主に西日本の障がい者関係事業所（きょうされん）から来たボランティア（職員）さんに被災

状況の大きい南相馬市の事業所（ぴーなっつ等）に職員の補佐として行って頂きました。 

 

被災障がい者交流サロンの開設 

 

郡山市にも原発事故に遭って避難してきた障がい者の家族がいました。その被災障がい者の

みなさんとコミュニケーションを図っていくために交流サロンを開設し、映画会を開いたり、 

ヨガ教室を開いたりしていました。現在交流サロンは、「しんせい」という障害者就労継続支援

B 型として存続しています。 

 

障がい者のためのわかりやすい東電賠償勉強会 

 

被災障がい者の中には知的障がいを持つ方がたくさんいたので、JDF と日本弁護士連合会に

ご協力を頂いて、被災障がい者とその家族を対象に「障がい者のためのわかりやすい東電賠償学

習会」を福島県内各地で開催していきました。 

 

 

【写真 1】 
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福島県内の障害者の避難拠点を相模原市に設ける 

 

原発事故に遭って、福島県を離れて全国各地に避難していった人たちが今も 28,000 人いま

す。健常者でも県外避難は大変なのに、障がい者の避難はもっと難しいでしょう。 

障がい者も健常者と同じように避難できる体制を整えようと、神奈川県相模原市に空いていた

ケア付き住宅を借り受けて、障がい者の避難拠点（サテライト自立生活センター）を設けていき

ました。相模原の避難拠点を活用して、このプロジェクトに中心的に関わっている小野和佳さん

を含め、2名の方が避難してきました。本来であれば、この場所を拠点にして多くの方が各地で 

自立生活を始めてほしかったのですが、なかなかうまくいきませんでした。 

 

福島県福祉マッチング事業 

 

福島県から依頼を受けた活動です。東日本大震災以前から福祉関係の人材は少なかったので

すが、大震災と原発事故の影響により、余計に少ない状況になりました。福島県では原発関係や

復興関係方面に人材が流出したのでしょう。どうやって福祉の人材を確保しようと悩んでいた

時に、福島県から「福祉マッチング事業」に予算がついて、支援センターとして、他の業務の人

たちを福祉事業所等に紹介する事業を展開していきました。 

 

 

 

東北では、障がい者運動を行うリーダーが少ないので、少人数で支援活動を行わざるをえませ

ん。支援センターを設立して、全国からボランティアさんがみえて、どのようにして支援活動を

行なっていくのか、毎日夜遅くまで会議をしたり、福島の状況の報告に全国各地、またはハワイ、

韓国、台湾にまで行ったり、私自身も支援センターの活動であまりにも動き回りすぎ、二回目の

頸椎手術を受けて、より重度になって支援活動がおぼつかなくなりました。 

 

周りの支援者のペースに引きずられる 

 

支援センターに来る支援者（ボランティアも含め）たちの中には自分たちのペースで支援活動

を行ない、私達がそのペースについていくことができずに、困ってしまうようなこともありまし

た。また、東日本大震災の折りには、岩手、宮城、福島とそれぞれに被災地障がい者支援センタ

ーがありましたが、岩手と宮城は障がい者団体それぞれが、被災地障がい者支援センターを立ち

上げていました。それぞれに違う方向や意見があるとは思いますが、大震災の時くらいは全国の

障がい者団体が一致団結して支援活動に当たるようになると良いですね。 

 

 

支援活動で見えてきた課題 
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金の切れ目が縁の切れ目 

 

福島の支援センターは 2014 年 4 月を持って解散するに至りました。支援センターの財源は

福島県からの支援事業の予算とゆめ風基金からの支援金、寄付金等で賄われていましたが、被災

地での支援活動が一段落したとの判断から、支援センターへの活動資金提供は終了しました。そ

れに、今まで中心的になっていた人たちも支援センターから離れていきました。これまで通りの

活動でなくても（規模を縮小して）、その後の被災障がい者とお付き合いをしたり、今まで支援

活動を連携して行なっていた団体との定期的な交流などが行なわれる組織の維持があっても良

かったのかなと思っています。 

 

 

 

 

福島第一原発三号機が爆発しているニュースをみて 

 

 東日本大震災の地震で荷物が散乱したり、ヘルパーが来られない（車のガソリンがなくて）、

あいえるの会の利用者さんたちは、福祉避難所にして頂いた郡山市の身障センターに避難して

いたので、皆さんの様子を見に行った時のこと、テレビのニュースで福島第一原発三号機がドー

ンと爆発した模様を映し出していました。その映像を見て「あんなに激しく爆発したら、福島県

は終わったかな」と正直思いました。この爆発で燃料棒にもっと影響があれば、本当にアウト 

だったと思います。 

 

ゆーとぴあ理事長の鈴木絹江さん（故人）から毎日のようにメールが届く 

 

 鈴木絹江さんは昔、夫の匡さん（故人）と自然農法をしていたこともあり、昔から原発には反

対していました。その原発が爆発したものだから、絹江さんにすれば大変恐怖な思いをしたので

しょう。私あてのメールに原発事故関係の最新情報を毎日のように送ってきました。そして、 

絹江さんから「田村は放射能で危ないので、障がい者の仲間や職員たちと会津の昭和村の温泉に

避難する。郡山でも避難することを考えたほうが良い。」というメッセージを受け取りました。

「昭和村に避難する」という鈴木絹江さんの言葉をにわかに信用できないでいましたが、鈴木絹

江さんはあっという間に、仲間と共に昭和村の温泉宿に避難しました。

昭和村の温泉宿の温泉はぬるくて風邪をひきそうなので、その後新潟

の月岡温泉まで避難しました。月岡温泉の女将さんはとても良い方で、

いろいろと面倒をみて頂いたそうです。 

 

 

原発事故で甚大な被害を被った CIL 等の障碍者団体 

 

鈴木絹江さんは 2021 年の夏にお亡

くなりになりました。甲状腺がんでし

た。福島にとっては本当に残念な人が

原発事故の犠牲になりました。 
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いわき自立生活センターの集団避難 

 

いわき自立生活センターでは、ＪＩＬ等の支援を受けて、利用者と職員等 30 名の集団で東京

の戸山サンライズに避難していきました。現在、じりたまで活動している小野さんも避難しまし

た。戸山サンライズには１か月間避難して、いわきに帰っていきました。 

 

IL センター福島では 

 

IL センター福島の事務局長だった設楽俊司さん（故人）が IL センター

福島を辞めてから郡山に来ていましたが、自分の居場所が無かったのか、 

自ら命を絶ってしまいました。設楽さんも原発事故の犠牲者でしょう。 

 

 

 

あいえるの会でも避難について話し合いを重ねたが 

 

田村の福祉のまちづくりの会は新潟へ、いわき自立生活センターでは東京に避難して行く様

子をみて、あいえるの会はどうしようかと考えて、今後のことを話し合う会議を職員たちと数回

にわたって持ちました。しかし、福島を離れたいという職員はいませんでし

た。会議を持つ以前に、何人かの職員とヘルパーが県外に避難して行きまし

たが。原発事故のような危険極まりない事故が起きようと、故郷を捨て、家

を捨て、仕事を捨てようと思う人は少ないということを知りました。放射能

がどれほど健康に害を及ぼすか分かりませんが、仲間たちと今後も一緒に生

きていこうと心に決めて生きています。 

 

障がいを持つ人の防災提言集を発行 

 

原発事故で甚大な被害を受けた福島の障碍者団体では、原発事故が今後起きないように、もし

も起きたとき（地震、津波の災害を含めた）の対処方法をまとめた「防災提言集」を作成してい

くことになり、JIL の人たちにも参加して頂いて、月に一度「障がいを持つ人の防災研究会」を

開催していきました。 

 

 

 

 

 

設楽さんと支援センターにて 

 

ホールボディカウンターで計測 
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奇形児が生まれるから反対という人がいるが 

 

原発に反対するグループの中には、「放射能で奇形児が生まれるから」との意見を持っている

人たちがいます。そのような考えで「原発反対」するのはどうでしょうか。奇形児は放射能の影

響で産まれた障がい児です。私たちは、元気で産まれてきた奇形の子を拒絶することなく、社会

の一員として育てていく義務があると思います。優生思想の考えで奇形な子を切り捨てるよう

なことをしてはいけません。青い芝の会以来の友人である古井正代さんは、反原発の集会に参加

すると「優生思想と障がい者」の話題で話をしています。そして、関西電力の前で、毎週「原発

反対」のチラシを撒いています。 

 

原発にさよならしよう 

 

福島で起きた原発事故では、風が太平洋に抜けるように吹いていたため、膨大な量の放射性物

質は大部分海の方向に流れていったといいます。もしも、風が吹かなかったら、福島県内は放射

性物質で溢れかえって、全県民が県外に避難するような大惨事になっていたかもしれません。西

日本の川内原発や伊方原発が事故を起こしたら、偏西風に乗って膨大な放射性物質が日本全体

にまき散らされることでしょう。こうなったら日本は完全にアウトですね。 

日本の原発は相当長い期間（30〜40 年）動いていますので、原子炉格納容器などに細かい

亀裂が入っていることも考えられます。また、東日本大震災以降、日本は地震の巣になっていて、

原発の運転はすぐに止めなければならない状況だと思うのです。 

福島の原発はいつ廃炉になるのか、全く見通しはついていません。原発の周囲には汚染水を貯

めたタンクがたくさん並んでいます。その汚染水を海に流そうとしています。地球の海は人間様

のトイレではありません。こんなにも問題の多い原発をこのまま動かしていても良いのでしょ

うか。日本の原発、世界の原発が全て止まることを祈って、何らかの行動をしていかなければな

らないと私は考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原発にさよならしよう 



p. 16 

 

 

 

 

「組織と人による絆」をもとに郡山洪水被害の際には連携した行動をとる 

 

令和元年（2019 年）の台風 19 号に伴う洪水にて被害を被った幾つかの障がい者事業所が

ありました。東日本大震災の際に培った「組織と人による絆」を

もとに、被害を受けた事業所を運営している団体（あいえるの会

も入る）が集まり、被害状況を調査し、郡山市に被害を受けた事

業所の建物の補修（国に要望すること）等に関する要望書を提出

し、郡山市議会議員にも働きかけていきました。支援センターで

の活動の実績があったからこそ、迅速に対応ができたのだと思い

ます。 

 

あいえるの会事務所と自立移行住宅「あーすろーど」を建設 

 

あいえるの会では 2020 年の 4 月に事務所と自立移行住宅・あーすろーどを完成させまし

た。あーすろーどは 4名の重度の脳性まひ者が重度訪問介護のサービスを活用して、長期（3 年

間）にわたり自立生活の方法をマスターしていく住居形態です。今後も我が国では大規模の災害

が起こっていくことでしょう。その際には、あーすろーどの共用スペースを開放して、少ない人

数になると思いますが、被災した障がい者の避難所として活用したいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年の初めから新型コロナウィルスが世界中に広がり、コロナの感染から身を守るため

に外出禁止やお店を閉めるなどの措置により、全世界で経済的にもダメージを受けて、大変な状

況になっています。このプログラムの開催の元である障害者エンパワメントプロジェクト

2020 は、2020 年に宿泊プログラムを開催予定でしたが、コロナの影響で 2 年も延びていま

す。新型コロナウィルスの出現も一つの災害と捉えても良いのではないかと思います。 

東日本大震災以降のあゆみ 

2019 年、台風 19 号による郡山市の被害（上空写真） 

 

あいえるの会事務所（1 階）自立移行住宅あーすろーど（2 階） 

新型コロナウイルスを含め今後の災害に備えましょう 
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新型コロナウィルスに加えて、日本の海の底では地震が多発しています。東日本大震災から日

本を取り巻くプレートの歪みが活発化しているのか、近いうちに長野、東北、茨城・千葉などで

地震が起こる確率が高いといわれています。南海トラフ巨大地震や北海道から岩手にかけての

千島・日本海溝巨大地震も近未来に起きるかも知れません。また、地球温暖化により巨大台風に

よる洪水、大竜巻の発生等、大災害が手ぐすね引いて待ち受けています。このような地球の変異

のなかで現代の私たちは生きていかなくてはなりません。じりたまが企画した障害者エンパワ

メントプロジェクト 2020 はまさに、今後の大災害に備えようするプロジェクトであると私は

感じております。このプロジェクトを起点として、障がい者が連携して減災・防災に心がけてい

きましょう。 

 

 

  

 私の拙い話を聞いていただいてありがとうございました。東日本大震災があって 11 年目に

なり、私はもうじき 72歳を迎えます。72 歳ともなると心では元気と思っていても、少し無理

をすると疲れやすくなりました。でももうひと頑張り、福島県及び全国の障がい者の仲間たちが、

災害で命が無くならないよう、これからも活動を続けていきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に 
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【写真 1】 

演題：「東日本大震災から 11 年 福島からの報告」 

～それぞれの決断を大事にするということ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  NPO 法人シェルパは、福島県の双葉郡にありまして、爆発した福島第一原発から直線距離

で 15キロほどのところにあります。【写真 1】は小高い丘から見た楢葉町です。 

煙突 3 本見えているのが、東電の火力発電所になります。 

福島原発と火力発電所がある、そんな場所です。 

 

 

 

 

 

 東日本大震災後活動を続ける中で、「故郷に帰りたい。」、「双葉郡に帰りたい。」、「原発がすぐ

近くにあるけれども帰りたい。」という想いを抱いた自閉症のお子さんを持つご家族などから相

談を多く受けるようになりました。そこで皆さんと選択肢をつくりたいという目的で、まずは、

なんでも屋から始めようと、2015 年 NPO 法人シェルパを立ち上げ、私も双葉郡に戻って来

ました。活動をするなかで「船頭がたくさんいても漕ぎ手がいないと船は動かない。」と痛感し、

相談支援だけにとどまらず、現場の支援も充実させるために現在は力を注いでいます。 

 

 

 

古市貴之さん 

昭和５１年４月２日生まれ 福島県双葉郡楢葉町出身 

福祉の仕事は２０代後半に特別養護老人ホーム勤務から始まり、

３０代に障害分野の地域生活支援センターのスタッフとなる。 

震災当時は支援センターに通われていた利用者の方と共に避難

生活をしながら、新たな生活基盤の確立のためのサポートに 

携わる。 

２０１５年２月 NPO 法人シェルパ設立。  

代表・統括管理者として、 居宅事業・日中一時支援事業・ 

レスパイト事業等の活動を行っている。 

 

はじめに 

なんでも屋からスタートした活動 
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【資料 1】 
【資料 2】 

【資料 3】 

 

 

【資料 1】は古い情報になってしまいますが、私の住む楢葉町は、ほぼ日常を取り戻しつつあ

ります。人口は 7,000 人ほどの小さな町だったのですが、5,000 人ほど帰って生活されてい

ます。学校も再開したり認定こども園が始まったりしています。ただし、楢葉町から北に富岡、 

大熊、双葉、浪江と原発に近づくにつれて住民の帰還率は低くなっています。それに比例するよ

うに、医療的ケアが必要な方など重度障害者は帰ってきていない方が多いようです。 

令和 3 年 5 月現在の統計によりますと、双葉郡全体の帰還率は 23％にとどまっています。

また、自主避難者や生活困窮者など統計に表れない方々は、こちらから積極的に状況を知ろうと

する姿勢がないと、把握できない状態です。【資料 2】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

学校も避難をした 

 

 学校も各地に避難をしたという状況です。【資料 3】県内各地にサテライト校ができました。

その学校も少しずつ双葉郡へ戻って来てるんですが、ある学校では生徒数がまだ少なく、クラブ

活動ができず再度避難先へ戻る方もいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災当時をふりかえって 
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 帰る、帰らないどっち？とよく聞かれたことがありました。今となっては、白黒はっきり 

つけるような判断は必要がないと感じるようになりました。私自身も当時は迫られるように 

「どちらにするか選んで。」と、強制していたかもしれません。不安があるけれども故郷に帰る、

不安があるので避難先で生活を続ける。どのような判断にも寄り添っていくべきだと感じてい

ます。 

 

重度の障がいをもつお子さんのお母さんの言葉です。 

 

この言葉は胸に残る言葉です。私達は一人ひとりの選択へ少しでも支援ができるよう、用意さ

れた型にはまってもらうのではなく、一人ひとりの決断に寄り添い、この場所で活動をしていき

たいと思っています。 

 

 

 

 福島県双葉郡はこんな大変な思いをしたにもかかわらず、あまり変わっていないと思います。 

要配慮者の名簿作成や情報共有の大切さは確認しあっているのですが、大まかな支援方針は 

決められても、個々人に寄り添った個別避難計画は全員につくられている状況ではありません。 

 

  

 

 

 住民が帰りつつある双葉郡。0からのスタートでやりがいを感じていましたが、新しいことを 

を行なおうとすると様々な壁や課題が出てきます。新しい地域をつくる前向きな姿勢の底には、 

「（当時の）しんどさの予感」「前例がないから・・・」という思いが流れています。そうならな

い為に、シェルパは 30 年前に戻ろうと思いました。法制度が成熟しているように見えますが 

選択肢が増えたり、役割分担が増えたという中でも、支援メニューにあてはめようとしてしまう 

傾向が双葉郡にあります。当てはまらない人はその人が「わがままなんじゃない？」という論調 

があります。 

シェルパは現在 30 名の方の支援をしています。30 名の災害時の支援計画は常に話し合われ

ています。一方で 30 名が限界でもあります。０からの地域づくりを「何でも屋」から共に住み、 

「帰る」「帰らない」の選択 どんな決断にも寄り添う必要性と課題 

「放射能、福祉サービスの不足、避難先での寂しさ、家族関係、いろいろ心配ごとは

たくさんあるけれども自分で、家族で決めたところが一番幸せを感じれると思う。」 

災害時における要配慮者への対応について 

 

ひたひたと迫ってくる危機感 ３年後この地域は？ 

 



p. 21 

 

ディスカッション  

              認定NPO法人 かながわ 311ネットワーク 谷本恵子さん 

共に感じ、 共に考える、 毎日の生活を積み上げていきたいと思います。 

 

 

 

 

参加者より）お話を聞かせていただいて、自分が一番ショックだったのが、直接的では 

      ないにせよ、「自己責任」の風潮が流れていること、それが行政の立場にも 

      流れているということでした。それは支援の限界に繋がってしまうと感じます。 

      やはり周りの人達の支援というのが大事になってくると思いました。 

 

参加者より） 白石さんのお話しの中で団体の活動が弱体化してしまったというお話しが 

      ありました。当座は各地に避難するなどいたしかたないと思います。ですが、 

      白石さんがこれだけの活動を積極的に続けてこられたので、本来であればここ 

      を起点にして、もっと強固な活動を築き上げていかなければならなかったのでは 

      ないか、そういうふうに周りや社会が支えるべきだったと思うので、そこが少し残 

      念だなと思いました。 

       古市さんのお話しでは帰還促進をしながらも「自分で好きで帰ってきたんでし 

      ょ？」というのはないですよね。もちろん帰るという決定はその人のものでは 

      ありますけれども、だからと言って自己責任で生活していきなさいというのは、 

      私達も含めてあれだけの経験をしたのに、進歩できていないのが残念でなりませ

ん。ここから何とかしていかなければならないと思います。 

 

白石さん）  菅首相時代に「自助」「共助」「公助」という順番で掲げていましたが、私は 

      順番が逆だと思います。政府や自治体の「公助」がまずあり、「共助」「自助」に 

      つなげなければいけません。責任をおしつけるようなしくみは問題だと思います。 

       団体の弱体化については、多くの障碍者運動が限られた人達で行われているの 

      が現状で、若い世代が集まらないのが課題になっています。アイデアとして浮かん 

      でいるのは、まずは仲間がたくさん集まる中心拠点をつくれば、そこから様々な 

      活動に広がる可能性があるのかなと考えています。 

 

古市さん） 白石さんから菅前首相の話が出てましたが、なんで「自助」が最初にきちゃいけな 

      いの？とピンときていない方も多いように思います。「好きで帰ってきたんでし 

ょ？」ともちろん全員が言っているわけではありません。ですが、このような状況 

だから配慮が必要な方にも我慢してもらうしかないという思いがどうしても勝っ 

てしまうんですね。ですので会議はたくさん開かれるんですなかなか前に進まない

ような状態です。白石さんをはじめ当事者運動で今一度前に進めていく必要がある
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と感じています。 

 

参加者より）白石さんと古市さん貴重なお話しありがとうございました。2019 年の台風 

      被害以降から地元の河川の増水が本当に身近になってきていまして、これまでは 

      避難訓練の時や、災害を想定する時には、まずは地震がテーマになっていましたが、 

      私たちの団体では風水害に関する勉強会もおこなっています。 

「自助」「共助」「公助」のお話がありましたが、災害が起きた時の時系列で考 

えた時にはやはりこの順番が大切になってくると思います。 

今現在もお二人が頑張ってらっしゃるというお話を伺い大変感動いたしました。 

ありがとうございました。 

 

参加者より）本日は貴重なお話しありがとうございました。白石さんのお話しからは先頭をきっ 

      て活動をされてきて、内部の大変だったところの本音をお話しいただき、みにつま 

      される思いでした。特に障害者団体がなかなか被災地活動に関して一本化できな

いところでしたり、震災後すぐは支援をしてくれる人がたくさんあつまるけれど、

その後ザーッと去っていってしまって、その後の繋がりがポンと切れてしまう課題  

      についても、防災や災害対応について活動している立場としては、ものすごく 

      心に痛いお話しでした。細く長く繋がっていくことがとても大切なんだなと 

      感じました。 

災害をきっかけに繋がった人達が関係を保ち続けられるような機会を定期的に

持てたら、仲間が増えていくのかなと思いました。 

 

磯部さん） 白石さんと古市さんのお話しを聞いて、ご自身も被災しているのにありとあらゆる 

      ことを担ってこられて、相当ハードな日々だったろうなと感じました。 

それから古市さんのお話にあった「自己責任論」ですが、元々の責任というの 

      は国にあると思っています。もちろん東電にも責任はあると思いますが、 

そのあたりをうやむやにして、なかったことのようにしている感じがしています。 

結局尻ぬぐいさせられるのは国民であり被災地の人達という構図ができあがって

しまっているのが本当に納得できません。福島だけの問題ではなくて私達自分たち

の問題です。 

福島で生活を続ける人達への支援も賠償金も含め当然国は怠ってはいけません

し、私達も他人事ではなく、自分達のこととして見ていかなければいけないと思い

ます。 
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最後に 

              認定NPO法人 かながわ 311ネットワーク 谷本恵子さん 

 

       

 今回のオンラインプログラムは 2 部構成で様々な立場からお話を聞きました。災害は今や 

自然災害だけではありません。ゲストの皆さんのお話を聞き、発災前、発災直後、そしてその後 

の生活とそれぞれに課題があり、そのための備えを日頃からしなければならないということを

あらためて感じました。 

備える為に必ずしも防災をテーマにする必要はないと思います。見えてきた課題を解決する

為に、各自のかたちで、自分が一番表現できる方法で行動できればよいのではないでしょうか。

このプロジェクトもその一つでありたいと強く思いました。 

 


